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初心者バンド向け

ライブ出演を楽しむための予備知識

ライブハウスに初めて出演するバンドさんは、

色々と覚えなければいけないことが沢山あって大変だと思います。

ここでは、ライブ出演を楽しむために必要な予備知識を

「暗黙の了解」とせずに、なるべく具体的に文章化していきたいと思います。

1.リハーサルの手順

2.リハーサル時の注意点

3.本番時の注意点

4.ステージ上での注意点

5.マイク関係の注意点

6.機材関係の注意点

7.ギター・ベースアンプ関係の注意点



リハーサルの手順

1. 各メンバーそれぞれで機材セッティングと音決めをしましょう。

ステージに上って各自機材をセッティングしたら、ギター・ベースであれば

大まかなアンプの音作り、ドラムであればタムやシンバル類の位置調整等をしましょう。

メンバー全員同時進行で、各自、自由に音を鳴らしながらで大丈夫です。

2. バンド全体のバランス調整(主にアンプの音量調整)をしましょう。

メンバー全員の準備が整ったら、バンドで曲を演奏しながらバンド全体の音量バランスを調整しましょう。

曲を演奏中でも大丈夫ですので、各アンプ類の音量を上げ下げして、弾きやすい音量に調整します。

ギターアンプ、ベースアンプの音量の目安は、自分の演奏位置で聴いた時に、

ドラムよりもちょっとだけ自分のアンプが大きく聴こえる程度にすると良いでしょう。

3. モニタースピーカーの音量バランスも確認しましょう。

足元のモニタースピーカーから聴こえる音のバランスは、

PA スタッフに要望を伝えれば自由に変更できます。

もっと聴こえてほしい音や、邪魔な音があれば PA スタッフに指示を出して調整しましょう。

「自分の足元のモニターから、自分の声をもっと聴こえるようにして欲しい。」

「自分の足元のモニターから、キーボードがうるさいので下げて欲しい」

「自分の足元のモニターから、もうひとりのギターの音が聴こえるようにしてほしい」…等

THE ROCK ではモニターの音量バランスは、各バンドのリハ終了時に PA ミキサー内に保存しており、

本番では、その設定をバンド毎に呼び出してリハ時のモニターバランスを完全再現しています。

4. 演奏しやすいバランスが整ったら曲の練習に集中して OK です。

リハーサルは曲の練習よりも音量バランスチェックの意味合いが大きいです。

音のバランスがある程度整ってからであれば、曲そのものの練習に集中しても構いません。

曲を演奏している最中にも、バランスについて新しく気づいた点があれば、

アンプの音作りやモニターバランスは再度微調整していきましょう。

5. リハが終わったら、本番のためにアンプの設定をメモしておきましょう。

リハーサルが終わったら、アンプのツマミ位置をメモしておき、

本番では、なるべくリハーサル時と同じツマミ位置に戻して演奏しましょう。

(スマホでツマミの写真を撮っておくのも良いです。)

そうすることで、本番もリハーサルと同じ音量バランスで演奏することができます。 ↑ツマミ位置をメモろう



リハーサル時の注意点

すぐに転換できるよう、次のバンドは早めに準備して待機していましょう。

リハーサルは本番よりも転換が慌ただしくなることが多いです。

時間的余裕を持ってセッティングができるよう、早めの準備をしましょう。

前のバンドのリハーサル終了時には、次のバンドが楽器や機材を持って

ステージ前に待機していられるようにしましょう。

リハーサル順が変更になった場合は、スタッフにご連絡下さい。

各バンドのリハーサル順が変更になった場合、

それをスタッフに知らせずにリハーサルを進めてしまうと、

後々問題が出てきてしまいますので、

変更になった時点でステージスタッフにご一報下さい。

メンバーがリハに間に合わない場合、可能であれば代理メンバーをお願い致します。

特にドラマーさんがリハーサルに間に合わない場合、ドラム抜きでサウンドチェックを

すると音量バランスが決めにくいため、できれば別バンドからドラマーを借りる等して、

リハーサル時のみ、どなたかが代理で叩いて貰えると助かります。　

本番のドラマーと同じような音量の方だとなお好ましいです。

アンプ類の操作で困っている人が居たら助けてあげましょう。

ライブハウスに置いてあるアンプ類は、自宅練習用アンプ等と比べるとスイッチやツマミが多く、

初めて扱う人にとっては、操作が複雑でわかりにくい部分もあります。　特に学生イベント等では、

客席でリハを見ている先輩がステージ上の後輩に教えてあげたりと、積極的にサポートをして

頂けるとありがたいです。　その際は、遠慮なくステージに上ってきて貰って大丈夫です。

また、初めてライブハウスで大きな音を鳴らすバンドにとっては、

音量や音作りに関しても経験者からのアドバイスがあれば助けになると思います。

リハの時に客席から助言をくれる先輩や友人が居れば、初心者バンドにとっては心強いでしょう。

ステージセッティングの変更がある場合にはリハ前に早めに伝えましょう。

THE ROCK では、各バンドさんに事前にステージのセッティング表を書いて貰い、

その表を元にDIやマイク、ミキサー回線等を事前準備しておくことで作業のスムーズ化を図っています。

ですので、セッティング表に記載のなかった機材や回線準備等をリハ開始時に告げられた場合には、

準備が間に合わずリハ時間が短くなることもありますので、変更がある時にはリハ前に早めにお伝え下さい。

(例)「急遽、ボーカルエフェクター専用としてボーカルマイクをもう 1 本追加することになりました。」

　　「急遽、ギタリストが 1 曲だけキーボードも弾くことになりました。」…等。

→

Penggyn Day THE ROCKUMA

←



本番時の注意点

本番ではステージ横の防音扉から出入りしましょう。

THE ROCK のステージは上手側(客席から見て右側)に出入り口があります。

本番時は客席からの出入りではなく、このステージ出入り口を使って入退場しましょう。

前の人の片付けが済んでから準備に入りましょう。

本番中のバンド転換時は、前の出演者の片付けがある程度終わってから、

次の出演者がステージへ入るようにしたほうが良いでしょう。

前のバンドの片付け中に次のバンドがステージに入ると、

人数の多いバンドの転換時等には、ステージ上が混雑してしまうためです。

(前のバンドの、自分のパートの人の片付けが済んだらステージに入るくらいが丁度良いと思います。)

また、ドラマーさんへのアドバイスですが、自分のバンドの出演順の一個前が弾き語りユニットだったりして、

ドラムを使わない出演者だった場合には、音を出さない範囲であれば、

一個前の転換中にドラムのセッティングを先に始めてしまっても構いません。

スネア、タム、シンバル類の位置調整等を先に進めておけば時間節約になります。

本番前は、なるべくステージ上で音を出すのは控えましょう。

本番前のステージ上では、メンバー・スタッフ共に、

演出関係や機材のことで打ち合わせや最終確認をする場面が多いです。この時に、

大きな音で運指練習等をしているメンバーが居るとスムーズに会話ができないので、

本番前の音出しチェックは最小限にとどめ、静かに演奏開始を待ちましょう。

SE をスマホで流す場合は、画面ロック・スリープを解除し、

機内モードに設定してから PA 席に提出しましょう。

SE(バンド登場時のBGM)を持ち込む場合、なるべく早めに PA席にご提出下さい。

スマホで提出する場合には、電話や通知音が鳴らないように機内モードに設定した上、

スマホに画面ロックがかからないよう設定してからのご提出をお願い致します。

(もしくは、友人や知人スタッフに SE 出しを頼むとスムーズです。)

演奏の準備が整ったらステージスタッフに合図を出しましょう。

演奏を始める時は、バンドメンバー全員の準備 OK を確認し合った後、

ステージスタッフに合図を出して下さい。

合図を受けたらスタッフが SE(登場BGM)を流しますので、演奏スタートです。



ステージ上での注意点

アンプや機材の上には飲み物やスマホは置かないようにしましょう。

飲み物はこぼれた時にアンプやその他機材の故障の原因となり、

スマホは、スマホの発する電波がアンプのノイズの原因となります。

スマホは床に置くか楽屋や廊下等に置いておくのが良いです。

演奏中に自分のポケットにしまっておくと、

時々ギター本体が電波を拾ってしまうこともあります。

ステージ上での飲み物はキャップ付きのものにしましょう。

演奏中にステージで飲む飲み物(ステージドリンク)は、

基本的にはコップではなくペットボトル等、蓋のできるものとし、

キャップを閉めた状態で床に置くようにしましょう。

持ち込み機材等は、使わない時は楽屋か廊下に置きましょう。

ステージ上はスペースが限られるため、置いておく物は必要最小限にしたほうが良いです。

なので、エフェクターやキックペダル等の持ち込み機材等は、基本的にはステージ上には置かず、

自分の出番以外は、楽屋や廊下の邪魔にならない所に置くようにして下さい。

演奏中に、使わないギターをスタンドにかけておく時は、

ギター本体のボリュームを 0 にしましょう。(エレアコの場合も)

・ギターボーカルが 1 曲だけハンドマイクで歌う曲がある

・ギターを 2 本持ってきていて、曲によって弾き分ける

…等、

使わないギターを、ステージ上で一時的にスタンドにかけておく際には、

ギター本体のボリュームノブは 0 にしておきましょう。

0 になっていないとアンプのハウリング(ブーンってなるやつ)が発生してしまいます。

また、ギタースタンドにギターを置いた時、ボディ置きのパーツが反転していると、

演奏中の振動等によりギターがずり落ちてきてしまうこともありますので、

ボディ置きの向きに注意しましょう。

シールドは長めのものを使いましょう。

シールドが短いと、行動範囲が狭くなってしまい何かと不便です。

特に、アンプ直で繋ぐ場合には最低でも 5m以上のものを推奨します。

シールドはお店にも何本か置いてありますので、自分のシールドが

短いと感じたらスタッフに声をかけて長いシールドを借りましょう。

○



マイク関係の注意点
(ハウリング対策)

ボーカルさんは、なるべくマイクを口に近付けて歌うように心がけましょう。

様々な音の鳴るステージ上では、背後のドラムの音やその他の音もボーカルマイクが拾ってしまうため、

マイクが口から離れ過ぎると音が悪くなってしまい、ハウリング(キーンってなるやつ)も起きやすくなります。

マイクを持つ手は、グリルからなるべく遠ざけることを心がけましょう。

マイクのグリル(球状の網の部分)を握った状態で歌うと音が悪くなり、これもハウリングの原因にもなります。

マイクはモニタースピーカーに向けないこと、近付けないことを心がけましょう。

マイクで拾われた音がスピーカーから鳴り、その音が再度マイクで拾われること

の繰り返しにより、ハウリングという現象は起こります。

マイクとスピーカーとの距離が近ければ近いほどそれが発生しやすくなりますので、

マイクはスピーカーに近付けないように注意しましょう。

マイクを置きたい時は、床に置かずにマイクスタンドを使用しましょう。

バンド演奏終了後等、マイクを置きたい時は床置きではなくスタンドに取り付けておきましょう。

マイクを床に置くとハウリングの原因になり、蹴飛ばされたりもして危ないです。

THE ROCK では、ボーカルが終始ハンドマイクで歌うバンドにも、

マイク置きとしてステージ上にマイクスタンドを用意しています。

演奏中スタンドを使わなければ、ドラムの前等、邪魔にならない場所に移動して貰って構いません。

←良い例
←悪い例

◎ △

◎
←良い例

△
←悪い例



機材関係の注意点
ドラムセットについて

椅子、シンバル、タム類等、各パーツの向きや高さはご自由にご調整下さい。

スネアやキックペダルを自分で持ち込んだ場合は、元々付いていたものは、

ドラムの脇の邪魔にならないスペースに置いておけば OK です。

アンプ類ついて

シールドの抜き差しをする時にはアンプのボリュームを 0 にしましょう。

抜き差し時には、たとえギター本体やエフェクター側のボリュームが 0 になっていても、

アンプのボリュームが上がっていれば抜き差しノイズが出てしまいます。

ベースのDIについて

ベースアンプの上にはDI(ダイレクトボックス)が乗っています。

ベースのシールドはアンプの Input端子ではなく、このDIの Input端子に挿して下さい。

DIとは、主に楽器の音をミキサーに送るための機材で、

ベースアンプの中で加工される前の、生の音をミキサーに送っています。

なので、たとえベースアンプの音量を 0 にしても、

PA スピーカーからはDIを介してベースの音が鳴ってしまうことを覚えておきましょう。

特に、シールドの抜き差し時には大きなノイズが鳴ってしまうことがありますので、

転換時間以外にベースのシールドを抜き差しする時には、アンプの音量を 0 にするだけでなく、

スタッフにも一声かけて下さい。　(抜き差し時だけミキサー側でベースの音をミュートします。)

また、2 本のベースをライブ中に持ち替える時には、

ペダルチューナーのミュート機能等を使って足元でミュートをかける方法もおすすめです。

それ以外のDIを使う楽器について

キーボード、エレアコ等も基本的にはDIを使用し、接続はステージスタッフが行います。

楽器からDIまでのケーブル(シールド)は出演者さん側で用意して頂けるとありがたいです。

これらのDIも抜き差し時にはミキサー側でのミュートが必要ですので、

抜き差ししたい場合はご自分で抜かず、スタッフに声をかけましょう。

ちなみに、本番中にキーボードの音が聴こえにくいと感じたら、

少しくらいであれば本体ボリュームをいじって大きくしても構いません。

キーボードはどうしても音色によって音量が変わるので、その分は手元で微調整しましょう。

そのためにリハでは本体ボリュームは 10 にせず、7～8程度にしておくのがおすすめです。

↑



ギター・ベースアンプ関係の注意点 

THE ROCK のアンプは、ジャズコーラス(JC-120)以外は全て真空管タイプです。

真空管アンプの電源の入れ方は、

1. マスターボリュームが 0 になっていることを確認する。

2. Powerスイッチをオンにする。

3. 真空管が温まるのを待つ。(1～2 分程度)　

4. Standbyスイッチをオンにする。

…という手順です。　

真空管が温まるまでの待ち時間は、通常では 1～2 分程度が目安とされていますが、

前のバンドも同じアンプを使っていて、既に真空管が温まっている場合等には 30秒程度待てば大丈夫です。

Powerスイッチと Standbyスイッチを同時にオンにしたり、

間を置かず連続でオンにしたりするとアンプを痛めることがありますので、

適切な時間をおくようにしましょう。　(最低でも 20秒くらいは待つようにして下さい。)

演奏が終わったら、

　　1. マスターボリュームを 0 にする。

　　2. Standbyスイッチをオフにする。

…という手順まで行えば OK です。Powerスイッチをオフにする必要はありません。

Marshall JCM900(真空管ギターアンプ)

Ampeg SVT-CL (真空管ベースアンプ)

Peavey Classic 30 (真空管ギターアンプ)

(※Peavey Classic 30 には Stanbyスイッチはありません。

　Powerスイッチを入れた後、1～2分置いてからお使いください。)

   

Power↑    ↑Standby Clean チャンネル (CH A) の Master

 Leadチャンネル (CH B) の Master

   ↑Master    ↑Power   Standby↑

   ↑Master    ↑Power



トランジスタアンプの電源の入れ方は、

   1.マスターボリュームが 0 になっていることを確認する。

   2. 電源スイッチをオンにする。

…というシンプルな手順で OK です。

Roland JC-120 ”ジャズコーラス” (トランジスタギターアンプ)

センドリターンを使用する場合には、なるべくステレオでご使用ください。

※THE ROCK の JC-120 は旧タイプのもので、電源スイッチが On-Off-Onの 3点式になっています。

ギターとの相性により、マイクがビリビリ感じる時は、反対側の「On」に変えると直ることがあります。

JC-120 はチャンネルが 2 つあり、Channel 1 と Channel 2 との違いは、

・Channel 1 → 内蔵エフェクト無し

・Channel 2 → 内蔵エフェクトをかけることができる

…となっています。　

それぞれのチャンネルには入力端子として「High」と「Low」とが用意されており、

上下どちらにシールドを挿すかで音が変わります。　High,Lowの使い分け方としては、

・電池を使わないギターをアンプ直で繋ぐ場合に「High」を使用

・エフェクターを使う場合や、電池ありのギターを繋ぐ場合には「Low」を使用

…というのが一応のセオリーですが、出てくる音が気に入ればどちらをどう使用しても構いません。

また、背面のセンドリターン端子を使う場合の注意ですが、この旧タイプの JC-120 は、

現行のものと違い Return端子がそれぞれ独立して左右のスピーカーに繋がっているため、

片一方の Return端子だけに信号を入力した場合、片一方のスピーカーしか鳴ってくれません。

通常使用時と同様に、両方のスピーカーから音を出すためには、LR両方の Return端子に

信号を入力するようにして下さい。　「MAIN IN」と書かれているのが Return端子です。

 ↑Ch1 Master  ↑Ch2 Master  電源スイッチ↑

↑　　　↑

Return 端子



お読み頂きありがとうございました。

これであなたもライブハウスマスターです。

素晴らしい一日になることを願っております。

THE ROCK -Live and More-  スタッフ一同


